
















　　　アドレスを聞くだけなのに







　私──紫条院春華は幼い頃から友達が少ない。

　花の女子高生なら、携帯電話には友達のメールアドレスがいくつもあるのが普通のはずなのに、私のそれには一件もなく──ほぼ家族や家政婦さんと連絡を取り合うだけのツールと化していた。

　そんな私に、先日とてつもなく喜ばしい事があった。

　文化祭で仲良くなった風見原さんと筆橋さんが、なんてお互いのメアドを交換しようと言ってくれたのだ。

　私は二人が驚くほど熱烈に感動し、友達のアドレスが追加された携帯を見て思わず涙を零してしまった。これで私も寂しい女子から脱却できたと思うと、比喩ではなく本当に泣くほど嬉しかったのだ。

　だけど──人間とは欲深いもので、私はそこで満足できなかった。

（……やっぱり、新浜君ともアドレス交換をしたいです……）

　静かな夜、自室のベッドの上で携帯電話を眺めつつ私は胸中で呟く。

　脳裏に浮かぶのは、ここ最近急速に話す機会が増えたクラスメイトだった。

　先日は私の家に招待して楽しい時間を過ごしたりと、これまでの人生の中で一番親しくなれたかもしれない男の子のお友達。

　これから夏に入る前に、是非彼とアドレス交換がしたい。

　家に帰ってからも繋がれる手段が欲しい。

　そう心は決まっているのだけど、その成就にはとても勇気が要るのが問題だった。

　風見原さんたちの場合は向こうから提案してくれたけれど、今度は私から言い出さないといけない。決して大したことじゃないはずなのに、それは汗が滲むような緊張を全身にもたらしてしまう。

　でも──ここで怖くて黙っていたら、これまでの私と同じだ。

　だから私は震える心を叱咤して決心した。

　明日は絶対に、新浜君にアドレス交換を持ちかけてみようと。




「台詞が一つ一つ胸に響いて、めっちゃ好きになったよ」

「そうそう、そうなんです！　私もその巻がすっごく好きで──」

　次の日の放課後、図書室にて。

　私たちは図書委員の仕事を一段落させた後で、楽しくお喋りしていた。　

　以前とは少し変わった新浜君は、落ち着いた佇まいのせいか、話しているととても安心できて、とっても楽しい。

　特に共通の趣味であるライトノベルの話題になると、もう止まらなくて──

（って、違いますぅぅ！　私ったら昨日の決意を忘れて何を楽しくお喋りばかりしているんですか!?）

　ふと我に返って、今日成し遂げるはずの目標を思い出す。

　この図書室に入る直前にはアドレス交換を持ちかけることで頭をいっぱいにしていたのに、お喋りを始めたらすっかり失念してしまっていた。

　もう下校時刻は近づいていて、あまり時間がない。明日に聞いても問題はないけれど、そうやって先送りにしていくと、きっと決意も勇気もどんどんしぼんでいってしまうだろう。それはわかっているのに……なかなか言い出せない。

（どうしてなんでしょう……たかだかアドレスと電話番号を聞くだけです。こんなに仲良くなれた今ならそんなに大仰なことじゃないはずなのに……）

　思えば不思議だった。たとえば、風見原さんたちに私からアドレス交換を持ちかけたとしても、いくらなんでもここまで緊張しないように思える。

　なのに、相手が新浜君だと思うと、どうしても不安で心が重たくなる。

　もし拒絶されたらどうしよう？　友達だと思っていたのは私の一方的な思い込みで、彼からやんわりとお断りされたら？

　そんなことはないと思いつつも、それを想像するだけで胸が苦しくなり、痛みが刻まれる可能性に震えてしまう。

（友達同士はみんな、こんな怖さと戦いながらアドレスを聞いているのでしょうか……？　なんだかみんな気軽にやっているように見えますけど……）

　少なくとも、友達にアドレスを聞くのに特別な覚悟を固める人なんて見たことがない。それなのに、どうして自分だけこんなにも葛藤しているのか本当に謎だった。

（でも……怖いからといって縮こまってばかりいられません）

　目の前にいるのは、いつも笑顔で私に言葉を向けてくれる男の子。

　彼とこれからもより友情を深めていきたいのだと願う気持ちは、本当に本物だ。

　だから、勇気を出そう。痛みを恐れて黙っていたら何も変わらない──それを教えてくれたのは、他ならない目の前の少年なのだから。

　さっきから何故か私と同じく何かを逡巡しているかのような様子の新浜君に顔を向け、大きく息を吸う。身を乗り出してお腹に力を入れ、自分の心中をはっきりした声で伝えるべく大きく口を開く。

「……新浜君っ！　と、突然ですけど！」

　そうして、私は一歩踏み出した。

　彼と過ごすようになって少しずつ変わり始めた日常に、さらなる喜びが欲しくて手を伸ばす。大切な何かを昨日よりも進ませるために、ほんの少しだけ勇気を出す。




　そして──新浜君が私と同じことを提案してくれようとしていたと知り、私の中の葛藤がそのまま全て温かい喜びに変わったのは、この直後のことだった。
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